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審議会等の会議結果報告 

 

１．会 議 名 松阪市青少年センター運営協議会 

２．開 催 日 時 平成２８年３月１０日（木）午前１０時～午前１１時３０分 

３．開 催 場 所 松阪市教育委員会事務局 ２階 教育委員会室 

４．出席者氏名 別紙のとおり 

５．公開及び非公開 公 開 

６．傍 聴 者 数 ０名 

７．担 当 

松阪市教育委員会事務局 いきがい学習課 

TFL 0598-53-4401 

FAX 0598-26-8816 

e-mail ikig.div@city.matsusaka.mie.jp  

 

協議事項 

１． 平成２７年度青少年センター活動結果及び平成２８年度活動計画（案）について 

２． 松阪警察署管内の少年非行の現状について 

３． 意見交換・提言等 

４． その他 

 

議事録 

 別紙 



2 

 

平成２７年度 松阪市青少年センター運営協議会議事録 

 

日 時：平成 28年 3月 10日（木）午前 10時～午前 11時 30分 

場 所：松阪市教育委員会事務局 ２階 教育委員会室 

出席者：東委員(教育長)・梶家委員・橋本委員・尾上委員・水野委員・高柳委員・柳谷委員

葛西委員 

事務局：いきがい学習課長・青少年センター所長・青少年センター副所長・青少年育成係主任 

 

（議事） 

事務局： 本日は大変お忙しい中、ご出席を賜りありがとうございます。只今より「平成２

７年度松阪市青少年センター運営協議会」を開催させていただきます。最初に、手元

に配布させて頂きました資料の確認をさせて頂きます。「事項書」、「平成２７年度

松阪市青少年センター運営協議会」の冊子ならびに「薬物乱用」のチラシと「青少年

悩み相談」のチラシ、「少年非行の状況」の資料になります。 

なお、松阪市民生委員児童委員協議会連合会の堤委員、松阪市ＰＴＡ連合会の鄭委

員よりご連絡があり所用のため欠席と伺っておりますのでご報告させて頂きます。 

それでは会議に先立ちまして、会長であります東教育長からご挨拶を申し上げます。 

教育長： 皆様、こんにちは。日頃は青少年センターの活動にご理解とご協力頂きありがと

うございます。今週８日が中学校の卒業式で、市内中学生が巣立っていきました。本

当に皆様方にあたたかく見守って頂いたおかげで子ども達が胸をはって卒業していき

ました。どの中学校も感動的な卒業式であったと聞いております。これから新しい生

活に向かって頑張って頂けると期待しております。 

今回は、「青少年センター運営協議会」という事で集まっていただきました。先

ほど課長と話をしておりましたが、委員さんの中には重複して出席頂いている方も見

えると思いますが「松阪市青少年問題協議会」が２月１７日にありました。それは、

松阪市全体でいろんな所と連携して子どもの問題について情報交換し、解決するとい

う趣旨でやっておりますが、この「青少年センター運営協議会」は、お手元の資料の

最後に目的がございますが設置規則を作っております。子ども達のいろんな問題に対

する相談、それから青少年の補導に係る活動関係が中心となっております。それを進

めていく為、松阪市青少年センターを置きその活動に対する運営協議会となっており

ますのでご協議のほどよろしくお願い致します。 

昨今いろんな子どもに関わる問題が随分と変わってきております。ご存知の通り

ネット関係、LINE 関係でいじめであったり性犯罪関係であったり、本当に重大な犯罪

に子ども達が巻き込まれるという状況があります。そのような問題、犯罪と向き合っ

ていくのに、このような活動の中で情報交換をしながら子ども達の実態を見ていくと

言う事が大切な事になってくるのではないかと思います。 

三重県の中でも「チャイルドガーデン三重推進事業」を発足して頂き、関係機関

としっかり情報交換しながら隙間のない子ども達の安全確認を進めています。この青

少年センターでも昨年６月１日付けで３３９名の方に補導委員の委嘱させて頂き、各

地域において補導活動をして頂いております。 
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本日は、松阪警察署から「管内の少年非行の状況」についてお話を頂きますので、

今後の青少年センター活動にしっかりと反映させていきたいと考えておりますのでよ

ろしくお願い致します。 

事務局： ありがとうございました。それでは、本日ご出席頂いております各委員様より簡

単な自己紹介をお願いします。（委員の自己紹介） 

事務局： ありがとうございました。それでは協議に入らせて頂きたいと思います。これか

らの進行につきましては、松阪市青少年センター設置規則第５条に基づき、会長にお

願いします。それでは、会長よろしくお願いします。 

会長： それでは、お手元の運営協議会事項書に基づき進めて参りたいと思います。まず事

項書の３の（１）「平成２７年度松阪市青少年センター活動結果及び平成２８年度活

動計画（案）について」事務局の方よりご説明させて頂きます。 

事務局： 青少年センター所長より資料に基づき、「平成２７年度松阪市青少年センター活

動結果及び平成２８年度活動計画（案）」について説明。 

会長： 只今、「平成２７年度の青少年センター活動結果及び平成２８年度活動計画（案）」

について事務局より説明がありました。なお、ご協議については、後半まとめてお願

いしたいと思います。次に事項書３の（２）の「松阪警察署管内における少年非行の

現状について」松阪警察署よりご説明を頂きます。生活安全課長様お願いします。 

松阪警察署生活安全課長： 少年非行の状況につきまして簡単にお話させて頂きます。まず

松阪警察署管内での犯罪についてですが、平成２７年中１，７０６件の刑法犯の認知

件数を受理しております。この数字ですが平成１４年度から４，２１１件で昨年より

半減しております。それに合わせて少年非行の件数自体も減ってきている情勢です。

これは、県下的にみても同様の結果となっております。平成２７年と平成２６年を比

べますと、平成２７年がずいぶん減っておりまして、いわゆる刑法犯少年、窃盗や暴

行、傷害で検挙された非行少年が４９人と、前年から３５人減少しております。特別

法犯少年も９人と前年比５人減少しております。特に著しく減ったのが、先ほど説明

があった補導と警察では基準が違いますので、件数が変わってきますが不良行為少年

など、犯罪として警察が少年補導した少年に関しましては、昨年中２９４人、前年比

マイナスの２７５人となって約半減している状況です。内訳については、重大な犯罪

に繋がるような犯罪というよりは万引きやオートバイ、自転車盗といった「入り口犯

罪」が多く発生している情勢です。全体として少年を取り巻く非行情勢は改善しつつ

あるという事になりますが、まだまだ厳しい情勢であると思います。 

ただ、少年を取り巻く環境としましてはスマートフォンの普及やパソコンの普及の

影響があると思いますが、実は昨日、１３歳の中学生がアダルトサイトにアクセスし

て料金を請求されたという相談を受けております。その少年は、親には言わずにどう

したらいいかわからず困って警察に電話してきたという状況です。アダルトサイトに

関しては大人も同じような相談があるわけですが、少年はどうしたらいいかわからず

困ってしまう場合があるので、保護者の方に対しましては、そのような所に目を配っ

て頂ければと思います。 

現在、携帯電話会社などでは有害サイトから守る「フィルタリングサービス」の充

実等を図っておりますので、引き続き青少年に接する際は、ネット環境についての指

導をお願いしたいと思います。私は他の警察署から異動により松阪警察署に変わって
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きましたが、そこは松阪市より少しのどかな地域でしたが、それでも中学生が、自分

の裸画像、性器やわいせつな画像を自分のスマートフォンで撮影して、１度も会って

ない大阪や福岡の人にメールで送信して、その後相手にリベンジポルノという事で画

像をネットにアップされ拡散されたという事案が何件かありました。都会でなくても

このような事案が発生していますので、ネット接続環境の危険防止に対して啓発が必

要であると感じています。 

特に思うのは、近年ネット環境やスマートフォンの進歩と普及が大変早く、例えば、

携帯の契約をしている保護者が料金を払ってないので携帯電話の使用を止めたと思っ

ていても、今、無料の「ＷｉＦｉスポット」という場所があって、携帯電話が止めら

れた状態であっても無料の「ＷｉＦｉスポット」がある場所に行けば、LINE で通話や

インターネットでのやり取りが出来てしまうので、犯罪捜査も難しくなってきており

ます。 

昨年、伊勢でインターネットを使った事件がありました。高校生同士の殺人事件に

ついてやはりネット、LINE 等が絡んできていますので、ますますネット環境に対する

指導が必要になってきている情勢であると思います。こういった事は青少年に限って

の話ではなく、大人の世界でも同じような相談は増えてきている情勢です。 

この場を借りまして警察署より少しお願いしたい事があります。先日、警察庁から

暴力団情勢で「山口組」と「神戸山口組」が分裂したという事で、対立抗争に発展し

ていると新聞報道でもされていますが、先月に愛宕町で、三重県内での口火となる事

件が発生しております。三重県内の「組」関係者等を逮捕して捜査中ですが、「組」

関係者の逮捕で、「山口組」と「神戸山口組」が争っている関係ですので、万が一で

すが、松阪市内でも組同士の抗争が発生する可能性があると考えております。 

そのような事が起こった場合、小学校・中学校の登下校中における見守り活動を強

化していく必要があると考えております。その際は是非とも皆さまのご協力のほどを

よろしくお願いします。 

２つ目は、「伊勢志摩サミット」に向けた警戒活動、テロについてですが、フラン

スでテロ事件がありましたので、「伊勢志摩サミット」にむけてテロが発生する可能

性が高まりましたので、全国警察をあげて１万人以上の警察官が、全国から応援に加

わるという対勢です。松阪市内に関しましては高速道路や道路環境で影響がでる可能

性もあると聞いております。そんなにも影響は無いのではと言われていますが、テロ

が発生する可能性としてはあります。そういった中、松阪市の普段の状況はやはり住

民の方々が一番わかっていると思いますので、万が一、少しでも異常がありましたら

警察に連絡頂ければと思いますし、少年パトロールで使っている青色回転灯パトロー

ルなど、「サミット」開催にむけて一緒に警戒して頂ければと思います。 

「サミット」を管轄する鳥羽市、地元では日々色々な準備をサミットにむけてやっ

ており、盛り上がりをみせていますが、やはりフランスのテロ報道等をみて、事務局

地元住民の方々は心配されておりますので、松阪市地域におきましても青色回転灯パ

トロールなどで協力して頂ければ有り難く思いますのでよろしくお願い致します。 

３つ目は松阪市の少年非行情勢ですが、暴走族に関してですが、先日の「初午の日」

と、高校の卒業式が行われた日、中学校の卒業式がありました８日の夜、近鉄道路や

大黒田周辺を中心に暴走族が凄く走り回っていたという事が発生しましたが、それに
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向けて対策をいろいろ警察としても講じております。昨日は石油業組合の方にガソリ

ンスタンドでの違法改造バイクに対する給油拒否をお願いさせて頂きました。 

暴走行為があると非常に住民の方々が迷惑で、私も内五曲町に住んでおりますが、

凄い爆音などで住民の平穏を害しています。見ていると中高生ぐらいの方がヘルメッ

トも被らず２人乗りで信号無視を集団で繰り返すなどしており、非常に危険という事

で対策を講じておるところです。最近で一番酷かったのは、大黒田町の交差点で８日

にあった暴走行為ですが、午後９時半から午前２時まで暴走行為が駅前周辺も含めて

あり、午後９時半頃には大黒田周辺あたりで原付に乗って少年が走っていた。その後

午前０時を超えたあたりから、本物の違法改造バイクが走り出しての暴走行為を繰り

返していた。乗っているのは少年だと思われますが、そこに少年も含んだ３０名ぐら

いギャラリーが集まって来てあおったりしておりました。こういった行為から、住民

の平穏のための対策と、少年の健全育成のためにも対策、対応を図り進めておるとこ

ろです。学校等でもお願いしたいのですが、そういった違法バイクが事故をおこした

場合、損害賠償で何億円とられる可能性もありますし、違法無免許運転で検挙されま

すと、免許欠格事由によって免許が取れず、就職にも影響する事もありますのでご指

導して頂きたいと思いますし、もしそういった暴走行為を目撃した場合、携帯などで

写真を撮って頂き、暴走行為をしている少年の情報提供等をして頂ければ、対策なり

抑止に繋がると思いますのでご協力して頂ければと思います。お願いばかりですが、

以上で説明の方を終わらせて頂きます。 

会長： ありがとうございました。松阪署課長さんの方からは具体的な状況についてお話を

頂きました。今までの事務局の説明、松阪警察署の方からの説明でご質問やご意見で

もありましたらよろしくお願いします。 

委員： いろいろお話を聞かせて頂きましたが、今の子どもを取り巻く環境は私たちの子ど

もの頃と比べて大変厳しいものがあると感じております。先ほどから出ていますよう

にＳＮＳがもとで子ども達や大人も含めて大きな事件等に巻き込まれています。それ

からドラックの問題や虐待の問題や先ほど聞かせて頂きました様々な課題等もありま

して、その中で子どもたちをどのように守っていけば良いかと痛切に思うのですが、

やはり先ほど会長さんが言われましたように、隙間のない子どもたちの安全指導活動

といった地域のネットワークの網の目を細かくして子どもたちを守っていく必要があ

るなと感じています。 

青少年センターの本年度の活動を聞かせて頂きまして、学校だけでは取り組めない、

幅広い範囲の中で子どもたちを見守り、指導して頂いているという事で有り難いと思

いました。中学生の補導件数が一番多いわけですが、非常にありがたいと思うのは毎

月行われている中学校の生徒指導担当者が集まる場に出席をして頂いて最近の今の中

学生の日々起こっている事を掴んだ上でこのような活動を行って頂いている、また何

かあった時はその場を通じて担当者や、中学校全体の場で伝えて頂く事が中学校とし

てはとても有り難いです。子ども達を守っていく大きな繋がりだと日々感じておりま

すし、今日も特に感じました。今後ともよろしくお願いします。 

会長： 皆様はそれぞれの立場の代表として出席頂いておられますが、先月の「問題協議会」

の時には虐待について中勢児童相談者の所長さんからお話頂きました。中勢児童相談

所さんの立場としてご意見等ありましたらよろしくお願いします。 
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委員： 中勢児童相談所として、青少年センターの皆様には７月の啓発や、１１月の啓発、

特に喫煙防止や１０時以降の夜間の外出防止の啓発など青少年育成市民会議の皆さま

と共にご協力頂きありがとうございます。 

昨年の７月１日から青少年健全育成条例が改定になりまして、先ほども警察の方か

らお話がありましたが「フィルタリング」が改正されそれ以後、小学校４年生以上高

校１８歳までの三重県下のすべての子ども達に「フィルタリング」のチラシを配布い

たしました。それ以後、管内の携帯電話の販売会社をすべて回りまして「フィルタリ

ング」を設定して頂くようご協力の啓発をしてまいりました。しかし１２月頃だった

かに新聞で県下の「フィルタリング」の状況が掲載され、見たところ低い状態でした。

携帯電話販売会社すべてにフィルタリングの説明し保護者に設定して頂くようお願い

したわけですが、どうも LINEの関係が使用できない（本当は支障がないようですが）

という子どもの言葉を保護者が信じてしまい、携帯会社にもう一度行って解除して来

てしまう。設定を解除するには書類を提出しないといけないわけですが、難しい書類

ではないので「フィルタリング」がそこで解除されてしまう事もあり、先ほどのよう

に簡単にアダルトサイトに入ったり危険なサイトにつながってしまい、心配されてお

ります。当然、啓発をしていかないといけませんので再度、1月、２月にすべて回り啓

発をしてきました。来年度も、しばらくは販売店を中心に啓発をして行こうと考えて

います。また、松阪市の中で成人向きの映画館が前は２店あましたが、１店は廃業し

残りは１店になりました。 

それから最近の傾向として、コンビニが非常に沢山増えました。あるコンビニでは、

この１年間で１０店舗も増えました。コンビニが出店するたびに「立ち入り調査」を

実施し、有害な成人図書の陳列関係の説明や青少年健全育成協力店になって頂くよう

お願いするのですが、どの店舗も快諾されご協力頂いております。特に有害図書関し

ては、子どもたちの目にふれないよう陳列の配慮をお願いしていく考えです。 

会長： 生徒指導の問題は中学校の現場の状況が中心になっておりますが、高等学校の方か

らも出席頂いておりますので高等学校の立場からご意見お願いします。 

委員： ほとんど中学校と生徒指導関係の事は同じですが、やはり中学校よりもＳＮＳ問題

は深く込み合った状態で私たちの所に来ます。それを生徒指導として調べるのはなか

なか表面に出て来ない事なのでとても時間をかけて、または言葉のやり取りの仕方な

どにも気を使いながら調べないと保護者との関係もありますので、とても難しい問題

であります。例えば、いじめ等にしても携帯電話から発生した問題であったり、この

言葉を言った言わなかったという事が問題となるなど、携帯でのやり取りといったと

ころとなり、指導をする基準もなかなか難しくなってきていると思います。 

また、最近すごく思うのが、喫煙する子がすごく少なくなった。本年度、三重高校

はいませんでした。外での苦情はあるのですが校内で現場を押さえる事はゼロでした。

やはり校外でのマナーであったり、携帯問題が増えてきています。校外で犯罪に近い

行為をするという生徒は減ってきています。最近はタバコの値段が高くなっているの

でなかなか子どもが手を出せない状況も関係していると思いますし、世の中の風習と

して禁煙ブームがあり、周りの環境に合わせて子どもたちの喫煙状況も変わり少なく

なって来ているのではと思います。全体として、細かな問題は高校の方もありますが、

大きな問題は高校としてはないといった状況です。 



7 

 

委員： 松阪保護司会としてですが、５，６年前からすれば随分、少年の犯罪が少なくなり

ました。無くなったわけではないですが、私たちが関わることは本当に１０分の１ぐ

らいになりました。松阪保護司会は７０名おるわけですが、少し前は、ひとりが３，

４人担当するとかそんな事がありましたが、今は少年の担当は数少なくなり喜ばしい

事だと思っています。先ほどから報告にありましたような、皆様の少年補導パトロー

ルなどで未然に防げているのではないかと思っております。 

委員： 青少年育成市民会議の方では、月に一度、非行事故防止部会パトロールを実施して

いまして、ゲームセンターやカラオケなどで実施していますが子どもの姿は見なくて、

私たちのパトロールは４時から５時に行うので、子どもを見掛けないのか、それとも

他の場所に行っているのかわかりませんが、自分の前任者に、以前は特定の場所に行

くと子どもたちが集まっているという所があったが最近はそういうのは無いと聞かせ

て頂いた事がありました。 

今警察の方に聞かせて頂いた、暴走族が出たという８日も中学校の卒業式に参加さ

せて頂きましたが、私もすごく感動しました。この子たちが本当にまっすぐ育ってく

れたらと感動を覚えてきた日に、そのような事があり、私もその地域に住んでおりま

すので、確かに爆音がするのがもの凄く走っていた。夜、主人に乗せてもらいコンビ

ニで信号待ちをしていたらコンビニの横から二人乗りをした子がライトもつけずに前

を横切って走り去り、もし当てたらと思うと冷っとしました。また、信号無視をした

りする子どもを見て、その子達のナンバーはめくってあり見えないですが、事故をし

たら大変だとつくづく思う。初午の宵宮まつりもパトロールしましたが、天気も悪か

ったので子どもたちはいないかと思ってたら意外と多く知り合いの中学生も来ており、

早く帰りなさいと声掛けしました。 

今はいじめで命を絶つ子の事件を聞くと、本当に痛ましいと思います。なぜこんな

命を自分から落とさないといけないのか、どういったいじめで、と思いますが相談出

来る場所でも、やはりいじめっていうのは相談し難いのかなと思いって、どこにも相

談出来なくて自分だけで悩んでいるのかと思うと痛ましい。私たちが出来る事はない

のか、パトロールしている私たちが何か注意する事はないが、私たちは腕章して歩い

ているだけですが、子どもたちは大人が見守っていると気付いてくれるのではないか

なと思う。私たち市民会議は、補導するのが目的ではなく、歩いているのを見て、こ

の人達が見守っているのかなと子どもたちが思ってもらえればいいなと思って実施し

ています。例えば、自分たちが補導をしていない時でもパトロール車が巡回している

とパトロールしてくれてるんだなと私たちでさえ思うので、子どもたちも思ってくれ

ればと考えています。これからも出来る事は協力させてもらいたいと思います。 

委員： 補導委員としてですが、スーパーや駅周辺、公園などを巡回して子どもたちに声か

けをさせてもらっていますが、一部では中学生の男女がたばこを吸ったり、落書きが

してあったり、パトロールを行っているそういった事はやはり少しありますので、今

後も一生懸命実施していきたいと思います。 

会長：みなさま方から貴重なご意見、ご感想を聞かせていただきました。互いの皆様のご意

見を聞かせていただいて何か質問などございましたらお願いします。委員長があまり

話をすべきではないが、皆様方のご意見や説明の中で感じさせていただいた事を青少

年センターの活動に活かしていかないといけないと感じた事を言わせていただきます。  
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  １つは自転車の補導の事ですが、今はニ人乗り等という言葉がありましたが、自転車

の二人乗りは外から見て非常に補導しやすい。今まではそれを中心にやっていたという

ところですが、道交法の関係で、例えば携帯をしながら運転をしているといった危険な

場面を重要視していく社会の目が必要なのかと思いますので、ぜひ補導活動の中にその

ような件数を出してしっかりアピールしていく必要があると思いました。 

それから子ども達の行動に関してですが、私も２０年３０年、４０年前の中学校の

状況を思い出すと、今は問題行動が激減しております。皆様方の日頃から活動されて

いるご協力のおかげだと思います。ただ、この前の議会でも言われておりますのが、

貧困の問題です。大人の経済格差が子どもの学力格差につながっていくのではないか

と、私は問題行動としては少なくなっているが子ども達の心の問題、非社会的行動に

は出て来ないが、家の中で誰にも言えずにうっ積している状況の子ども達はいるので

はないかと思う。そういった所にしっかりと丁寧に目を向けていく必要があると感じ

ています。 

あと、インターネット関係ですが、市の教育委員会でも学校へリーフレットを配り

指導資料として活用している。これは非常に難しい問題だと思います。携帯・スマホ

が登場してきた時に、これは何とかしないと大変な世の中になると、随分早くからい

ろんな専門家が指摘していたわけですが、本当に残念ながらその通りの状況がおこっ

ております。どのような使い方をしていけばいいのか、大人が何を出来るのかという

所を専門家が言われています。私は今、子どもたちからそれを遠ざける事は中々厳し

い状況に来ていると思いますので、フィルタリングや子どもにそれを持たせないとか、

時間を決めて使うとかは当然必要なわけですが、大人が知らない物を子どもが本当に

興味をもって使っている、一体何をしているのかを、まず大人が知らないといけない

と思います。 

ポイントは中学 1年生だと私は思っております。小学校から中学校にあがる時にお

そらくスマートフォンを買い与える家庭が多いと思う。その時家庭の中で、「携帯・

スマートフォンを与えるが、これからこのように使いましょう」といった家庭の中で

のルール作りに向けて話し合いの場をぜひ持って欲しいとよく思います。その携帯を

買ったという事をひとつのきっかけにして家族の中でのルール作りをしっかり話しを

してできるだけ厳しいルールを本人と一緒に作りながら、そして年齢が上がってくる

と正しい使い方が出来るとなれば、それを緩やかにしていく。今はその逆になってい

ると思います。子どもに与えて、何か問題が起こったらそれを取り上げる。もうこれ

以上使わせないとか、最初緩くしておいて、子どもが成長してくるとだんだん厳しく

していくというのは、これが子どもにとっては辛いことで、親からだんだん離れてい

くという事になると思います。そのあたりは専門家も指摘をしていますが、子どもた

ちの実態を見ていると、買い与えた時の「家庭の中のルール」が大事であり、しっか

り作って欲しいと思います。また学校の方でも指導資料も配って参考にして頂き、学

校でも指導していく事はしていきます。そういったような事を今日に協議で感じさせ

て頂きました。今後も引き続き、松阪市青少年センターの活動につきましては様々な

ところで皆さまのご理解とご協力を頂きたいと思います。 
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また、どんな事でも結構ですので子どもたちに関わる情報等がございましたら、教

育委員会事務局の方にご一報頂ければと思います。今日は本当のお忙しい中ありがと

うございました。 

事務局： 貴重なご意見、ご感想をいただきまして誠にありがとうございます。今後は皆様

から頂いたご意見を参考に、２８年度につきましても松阪市青少年センターとして青

少年の健全育成に向かい進んで参りたいと思います。 

本日は、お忙しいところご出席頂きありがとうございました。 

 


